
〇フレイル予防及び介護予防の推進・活動の場の充実

〇社会的役割を担うことによる生きがいづくり

事業番号

①

②

③

④

①

②

①

②

③

①

②

76

生活支援体制整備事業 高齢福祉課
住民等の多様な主体が参画し、地域の支
え合い体制づくりを推進する。

26,063千円

(27,380千円)

主な取組実績 単位

生活支援コーディネーターの地域活動件数 件

生活支援コーディネーターの配置 人

R9(2027)

1,185 1,339

75

74

73

介護予防事業の推進 高齢福祉課
生活機能に低下がみられる高齢者を介護予防
活動につなげ、地域における自主的な活動を
推進する。

32,174千円

(34,939千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

介護予防把握事業（健康質問調査票の回答者数） 人 4,746 5,039

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後の
目指す姿

　元気高齢者が地域活動や様々なサービスの担い手となり、住民主体の通いの場等を活用し
ながら、介護予防と生きがいづくりが推進され、区民の健康寿命の延伸が図られている。

計画期間
の方向性

　身近な地域で介護予防活動に取り組むことができる機会を提供し、望ましい健康行動の実践を促し
ます。また、住民同士が助け合い、支え合う地域環境の構築に取り組むとともに、ハイリスクな高齢
者を早期に発見し、適切なサービスにつなげていきます。

　区民ボランティアが地域で自発的なフレイル予防活動を推進する役割を担えるよう、支援していき
ます。また、地域活動の活性化が図られるよう、相談・支援に応じるとともに、活動につながってい
ない地域の個別の事案等を、適切な活動に結び付ける参加支援にも取り組んでいきます。

令和６年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策 ２　健康で安心な生活基盤の整備

主要課題 No. 18 フレイル予防及び介護予防・地域での支え合い体制づくりの推進

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

事業費（令和５年度）　上段：実績　下段：当初予算

介護予防ボランティア指導者数 人 113 110

文の京介護予防体操地域会場参加者 人 677 567

シニアのためのフィットネス教室の実施箇所数 所 6 8

フレイルチェック参加者 人 346 358

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

地域介護予防活動支援事業（通
いの場）

高齢福祉課
区民が活動の主体として、高齢者の支え
合い・見守りの関係性を構築する。

7,668千円

(7,906千円)

主な取組実績 単位

住民主体の通いの場（かよい～の）への参加者数（実人数） 人 567 673

住民主体の通いの場（かよい～の）への助成 件 28 32

R6(2024) R7(2025) R8(2026)

リハビリテーション専門職の派遣団体数 団体 5 3

R4(2022) R5(2023)

10 10

フレイルサポーター養成講座受講者 人 16 16

高齢福祉課
住民主体の通いの場と連携した、継続的
なフレイル予防を推進する。

文の京フレイル予防プロジェク
ト

R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

2,947千円

(4,085千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023)
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元気高齢者の社会参画支援事業 高齢福祉課
地域活動の担い手として社会的役割を持
つことで、生きがいづくり・介護予防を
推進する。

24,643千円

(34,510千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023)

92

66 R6(2024) R7(2025)主な取組実績 単位

件

R4(2022) R5(2023)

(30,005千円)

R9(2027)

25,507千円

介護施設ワーク・サポート事業　介護施設お助け隊 時間 10,380 11,673

高齢者向けスマートフォン教室参加者 人 223 318

ミドル・シニア目線を活かした発信力強化事業参加者 人 117 131

ふれあいいきいきサロンへの助
成

福祉政策課
高齢者・障害者・子育て世代等の地域で
の交流を促進する。

3,642千円

(4,142千円)

R9(2027)R8(2026)

単位 R4(2022) R5(2023)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025)

主な取組実績 R6(2024)

ふれあいいきいきサロンへの助成 件

シルバー人材センターの活動支
援

高齢福祉課・介護
保険課

高齢者の知識や経験、意欲を地域経済や福祉
の増進に生かし、健康寿命の延伸を図る。

51,855千円

(52,429千円)

146 147

有 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

シルバーお助け隊の派遣

R9(2027)

　新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し、さまざまな地域活動や地域食堂などの取組が対面形式で再
開しつつあります。
　これに伴って、住民たちが交流する機会も増え、これまで知り合っていなかった住民同士の出会いや、お互い
を気にかけあうような関係性ができるなど、住民のつながりの輪が広がり始めています。

●特記事項（実績の補足）

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

件 239 231

R7(2025) R8(2026)

回 65 54

79

チェック チェック項目

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

買い物支援おたがいさまサービス利用回数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※修正…②のR4の実績

地域福祉コーディネーターの配置 人

高齢者向けスマートフォン相談会参加者 人 105 244

R8(2026) R9(2027)

ミドル・シニア社会参加推進事業参加者 人 82

地域福祉コーディネーターの個人支援の新規件数

福祉政策課
住民が主体的に地域課題を把握して、解
決を試みる体制づくりを支援する。

R8(2026)

小地域福祉活動の推進

64 84

10 10

R6(2024) R7(2025)



〇フレイル予防及び介護予防の推進・活動の場の充実

〇社会的役割を担うことによる生きがいづくり

【ＳＤＧｓの視点】

　フレイル予防や介護予防の事業を通じた健康面での直接的な効果に加え、住民同士が助け合い、支え合う
体制づくりを進めることにより、高齢者がいっそう安心して暮らせる福祉社会の実現に向けて着実に前進しまし
た。

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

　介護予防把握事業については、「健康質問調査票」の紙面を工夫し回収率向上を図りました。文の京介護予防
体操の動画は、前回の作成から10年以上経過したため新たに作成しました。様々な世代の視聴者に向けて体操の
表現や字幕を見直しました。
　フレイル予防プロジェクトについては、区立施設における公募型のフレイルチェックと、高齢者の活動場所に
出向いて行う出張型フレイルチェックをバランスよく実施するとともに、いきいきシニアの集いなどのイベント
の場を活用したフレイル予防の普及・啓発にも努めましたが、フレイルチェック既参加者に対するフォローが課
題となっています。
　さらに、フレイルサポーターが地域の居場所との連携を深めることにより、住民にとって身近な場所における
日常的なフレイル予防活動の習慣化につながっています。

　新たに16人のフレイルサポーターが加わったフレイル予防プロジェクトや、過去最大の年間累積就業時間数を
更新した介護施設お助け隊など、高齢者がさまざまな社会的役割を担いながら積極的に活動しています。
　また、長寿ふれあい食堂事業の補助を受け、地域の居場所２か所において、高齢者を対象とする食を通じた地
域のつながりを作る活動が開始されました。今後は、高齢者同士の交流促進に加えて、参加者が食堂の運営にも
参画できるような取組を目指します。

●男女別健康寿命と自立期間

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、次年度以降の戦略とし

ての進め方を記しています。

　フレイル予防・介護予防では、引き続き、年代ごとのニーズや状況に応じた介護予防事業の実施と、住民主体
の身近な通いの場（かよい～の）での人との交流や健康に関する情報交換、リスクが高いとされた方への高齢者
あんしん相談センターからのフォロー体制等を通じて、望ましい健康行動を促し、地域全体の健康寿命の延伸を
図ります。フレイルチェックに参加済みの区民に対しては、より実践的な知識を提供する体験型学習の機会を設
けます。
　生きがいづくりでは、介護予防ボランティア指導者やフレイルサポーターを始めとする区民ボランティアの活
動や、シルバー人材センターを通じた就業支援、ふれあいいきいきサロンなどの多様な活動を通じ、元気高齢者
が円滑に社会参画できるよう支援していきます。地域の居場所で展開する長寿ふれあい食堂事業では、参加者た
ちに少しずつ運営に関わっていただき、社会的な役割を担うことを通じて生きがいを実感できるよう支援してい
きます。

資料：ぶんきょうの保健衛生（令和５年度版）男性 女性

　元気な高齢者が地域での様々なボランティア活動に参画することや、住民主体の通いの場や地域での居場
所において住民同士が支え合う活動を通じて、各種のコミュニティとの関係性などを基にした、効果的な市民社
会のパートナーシップを推進しました。
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事業番号 計画事業名 所管課 次年度の方向性

５　次年度、事業をどうするか（事業の見直し）
４を踏まえ、主要課題に紐づけられている個々の計画事業の次年度の検討の方向性を、「継続」「レベ

ルアップ」「縮小」「統合・分割」「計画変更」「事業終了」で記します。

78 ふれあいいきいきサロンへの助成 福祉政策課 継続

79 シルバー人材センターの活動支援 高齢福祉課・介護保険課 継続

77 元気高齢者の社会参画支援事業 高齢福祉課 継続

75 地域介護予防活動支援事業（通いの場） 高齢福祉課 継続

76 生活支援体制整備事業 高齢福祉課 継続

66 小地域福祉活動の推進 福祉政策課 継続

73 介護予防事業の推進 高齢福祉課 継続

74 文の京フレイル予防プロジェクト 高齢福祉課 レベルアップ


